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【目的】 本研究の最終目的は、我々が開発した失語症訓練ソフト「言語くん自立編Ⅲ」
を慢性期失語症者に導入した場合の訓練効果の有無を明らかにすることである。今年度は
言語訓練介入前の協力者の失語症重症度の把握と生活状況の確認を目的とした。  
【方法】 協力者は群馬県内の失語症者に研究趣旨を説明し協力を募った結果、10 名の協
力者を得た（男性 9 名、女性 1 名。脳梗塞 6 名、脳出血 4 名。発症年齢平均 62.9 歳。発症
経過）協力者に訓練導入前の WAB 失語症検査、動作性知能検査として RCPM、家族構成や介
護保険サービス利用状況およびコミュニケーション態度などに関する把握のため独自に作
成したアンケートを実施した。WAB 失語症検査は研究代表者と協力者が対面式で行った。
WAB 失語症検査を実施している間、ご家
族にはアンケート用紙に記入していただ
いた。 
 WAB 失語症検査の結果を整理し、 RCPM
と各言語モダリティーとの相関を求めた。
統計ソフト JMP ver10.1 を使用した。  
【結果】 表に協力者 10 名の WAB 失語症
検査結果と RCPM の結果を示す。失語指数
の平均値は 66.7 であり、最小値は 22.2、
最高値は 88.9 であることから、重度から
軽度の失語症協力者が揃ったと判断され
た。ブローカ失語は 4 名。ウェルニッケ
失語が 1 名、健忘失語が 1 名、古典的分
類に当てはまらない皮質下性失語が 4 名
であった。なお交叉性失語症者が 1 名含
まれていた。RCPM で示された動作性知能
と失語指数との間に有意な相関は認めな
かった。しかし WAB の下位プロフィール
をみると聴覚理解（継時的命令）r=0.67、
読み（文字による命令文）r=0.67 との間
に有意(P<0.05)な相関を認めた
(Spearman の順位相関係数)。 
【考察】 失語症重症度と動作性知能と
の間に相関関係が乏しいことが示された。
ただし動作性知能との優位な相関を示す
言語モダリティーが存在する可能性も示
唆された。今後「言語くん自立編Ⅲ」を用いた集中的言語訓練の効果検証の中で言語機能
やコミュニケーション態度の変化については動作性知能との関係性や家族構成、介護保険
サービスの利用状況なども含め分析予定である。 
今年 12 月前橋で開催予定の群馬県医学会で発表予定。 
表　WAB失語症検査とRCPM検査結果
WAB
検査項目 下位項目 満点 平均±1標準偏差
Ⅰ自発話 A　情報内容 10 6.8±0.99
B　流暢性 10 6.5±3.20
Ⅱ聴覚理解 A　「はい」「いいえ」で答える 60 54.3±5.14
B　単語の聴覚認知 60 49.1±12.70
C　刑事的命令 80 52.1±21.84
Ⅲ復唱 100 66.6±31.16
Ⅳ呼称 A　物品呼称 60 38.7±18.52
B　後想起 20 5.6±4.29
C　文章完成 10 5.6±4.16
D　会話での応答 10 6.4±4.19
Ⅴ読み A　文章理解 40 31±10.84
B　命令文 20 13.85±8.41
C　文字単語と物品 6 5.7±0.94
D　文字単語と絵 6 5.7±0.94
E　絵と文字単語 6 5.7±0.94
F　話し単語と文字単語 4 3.8±0.25
G　文字弁別 6 6±0
H　漢字の構造　語の認知 6 2.1±2.51
I　漢字の構造　構造を言う 6 1.6±1.89
Ⅵ書字 A　指示に従って書く 6 5.65±1.10
B　書字表現 32 13.22±14.49
C　書き取り 10 4.7±4.66
D　単語書き取り 12 8.1±3.79
E　五十音と数 22.5 17±4.06
F　文字と数を聞いて書く 7.5 5.05±2.71
G　写字 10 10±0
失語指数 100 66.7±26.00
RCPM
RCPM合計 37 28.33±8.07
